
現代社会学科
社会の課題を見極め、
改善していく

詳細はWebへ

詳細はWebへ

国内外の地域の特色を学ぶだけでなく、地域社会で

起きている社会現象や社会構造を多面的に理解し、

地域の課題解決策や多文化共生などについて考え

る科目が配置されています。

家族・ジェンダー・教育・心理・労働などの幅広い視点

で、現代社会における人と人との多様な関係性と新

しい可能性にアプローチすることができる科目が配

置されています。

テレビ・広告・マンガ・インターネットなど、人や社会を動

かす力を持つメディアの変わらない本質と、変わりゆく

方向性を見極めたり、情報発信や表現の方法を学べ

る科目が配置されています。

３つの領域に加え「データ社会学プログラム」が新たに開設
2年次以降、各自の関心や将来の進路に合わせて、履修プログラムを登録することができます。なお、取得単位や研究活動など、一定の要件を満たすと、プ

ログラムを修了したことを認証する「オープンバッジ（デジタル証明）」が発行されます。

現代社会学科 4年次

渡邊 志織 愛知県立時習館高等学校出身

「集団と個人」の問題を見つめ、
人の心を観察する目が養われた

集団が抱える問題と、個人の行動は密接に関係しています。学びの中で私が意識したのは、社会

を形成する人の心。産官学が連携し伝統工芸の魅力を伝える展覧会に出展参加した私たちは、伝

統工芸士の思いに焦点をあてた作品の企画展示を行いました。人への洞察力を身に付けたからこ

そ、人の心を捉える展示が実現したのだと思います。人の心を観察することで、社会の課題も解消

されるかもしれない。そんな気付きを得られました。

地域社会学プログラム 人間社会学プログラム メディア社会学プログラム

データ社会学プログラム

●Pick up科目

環境社会学

人間社会と自然環境の関係を多様な側面から検討し、地域に

おける人間の生活実践から見た環境の意味を考察することで、

持続可能な地域社会の実現という課題の理解を目指します。

●Pick up科目

政治社会学

選挙権年齢の引き下げで身近になった政治と社会の関係に

ついて、「ポピュリズム」や「若者の政治参加」などの具体的な

社会問題を取り上げ、根拠（データ）に基づきながら学びます。

●Pick up科目

広告社会学

日本と海外の広告を比較すると、文化の違いや多様な価値観

が見えてきます。この講義では「宣伝」だけではなく「文化」とし

て広告を捉え、その見方を社会学の視点で学びます。

Topic

ビッグデータやAIなど、私たちの身近にも「データ」があふ

れていますが、社会学においてもデータを駆使して社会

を理解する必要性が高まってきました。そこで新たに

「データ社会学プログラム」を設置します（地域社会学・

人間社会学・メディア社会学の各プログラムと並行して

登録可）。単に「データを扱う」だけでなく、人間の感性を

生かして「データから社会を読み取る」力を身に付けるこ

とができるプログラムであることが特長です。

4年間の学び

自分という存在を軸に人がメディアをいかに経験・体験しているかを社会学的に探究しま

す。そのため文学や映画、アニメやファッション、哲学などあらゆるものが研究対象になり

ます。具体的には文献を手掛かりに調査や考察を行い、論文執筆・作品制作に取り組み

ます。大切なのは「自分がそのテーマに惹かれた理由」を深く考え、文献や他者の意見に

も影響を受けながら言語化すること。そんな「豊かな受動性」と呼べる姿勢を養いながら、

自分の限界を超えた世界に触れる体験をしてほしいと願っています。

ゼミナールPick up

「メディア経験の魅力と
『自分の問い』を具体的に探る」

文学や音楽などを題材に養う豊かな受動性
Watanabe Shiori
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鍵本 優 教授

社会学の基礎知識と調査手法を修得し、自分の関心に合わせ、専門

科目を幅広く学びます。さらに「地域社会学」「人間社会学」「メディア

社会学」にかかる諸問題解決のために多様な専門知識を深めます。

※プログラムは複数登録可
※2026年度より新カリキュラム開始予定：現時点での構想であり、内容は変更になる場合があります。

社会学の基礎と
リーダーシップ力を身に付ける

実践的な科目がスタート、秋には
ゼミも始まり、学科ごとの専門的学びへ

ゼミが本格化。専門性を高め、
社会の課題を解決する力を磨く

4年間の学びと研究の成果を
卒業研究論文などにまとめる

学部共通導入科目

学科専門科目
2年次から３つのプログラムとデータ社会学プログラムの登録開始

環境社会学／公共政策論／
観光社会学／文化人類学　など

京都環境論／国際NGO論／
多文化共生論　など

地域社会学プログラム

社会心理学／学校教育と社会／現代社会と宗教／
ジェンダー論／政治社会学　など

人間社会学プログラム

文化社会学／ポピュラー・カルチャー論／
メディア産業論／広告社会学　など

メディア社会学プログラム

演習　　　　　　　学科特化型で自身の専門領域を深く研究
プロジェクト演習　　学科横断型で地域と協働し課題解決に挑戦

2年次秋学期からゼミナールが開始

社会学の学修の基盤となる科
目です。
知識を修得し、現代社会への視
野を拡大します。

２年次から各自の関心や将来の進路に合わせてプログラムを登録。
３年次からは各プログラムの展開科目を中心に専門をさらに深めます。

リーダーシップ科目

社会調査に関する知識・技能を
学修します。

社会調査入門／
社会調査方法論

基盤科目

1年次 2年次 3年次 4 年次

社会階層論／現代社会と心理／
人口社会学　など

表象文化論／メディア情報リテラシー論／
広告キャンペーン実践　など

社会ネットワーク論／エスノグラフィ／
心理データの記述と分析

データ社会学プログラム
文化と感性のデータ解析／
デジタル社会論

学部共通

社会学入門、現代社会の諸問題

New

基盤
科目

学部共通

学科専門

データ分析／社会統計学／量的調査法／質的調査法／
社会調査実習／社会学英語セミナー　など

地域社会学／人間社会学／メディア社会学　など

卒業研究テーマ例

●YouTubeでの広告動
画のマーケティング効果

●震災復興過程へのマ
ス・メディアの報道姿勢

●ライブ配信番組の制作

●文学作品から見る京都

●ジェンダーと教育

●炎上したCMにおける
ジェンダー表象とその後
の変化

●「京都丹波・あゆ街道」
の新たな展開

●ベトナム人の食べ残し
―もったいない精神は
日本人だけか

リーダーシップ理論／地域デザインとリーダーシップ／現代社会とキャリア／リーダーシップスキルA・B／
神山STYLEリーダーシップ　など

科目例

科目例

科目例

科目例

科目例

科目例

科目例

科目例

科目例
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